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(57)【要約】
【課題】ユーザーが使用したい設定モードの設定値を素
早く確認して、設定モード及びその設定値を変更できる
ようにする。
【解決手段】表示画面において、ホワイトバランスモー
ドのアイコンを選択すると、そのホワイトバランスモー
ドとそのモードにおいて最後に設定された設定値をビデ
オカメラに設定させる。また、ユーザーにより設定値が
選択された場合には、設定可能な設定値一覧を表示し、
その中から設定値を選択することによりホワイトバラン
スモード及びその設定値をビデオカメラに設定させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特定の設定項目についての設定モードを示す第１の種別の選択肢群と、各設定モードに
おいて最後に設定された設定値を示す第２の種別の選択肢群とを表示装置に表示する表示
制御手段と、
　ユーザーの操作に応じて、前記第１の種別の選択肢群または前記第２の種別の選択肢群
の何れかを選択可能な選択手段と、
　前記選択手段によって選択された選択肢に応じて前記特定の設定項目に係る設定を変更
するように制御する変更手段と、を有し、
　前記表示制御手段は、前記選択手段によって前記第２の種別の選択肢群の何れかが選択
された場合に、選択された第２の種別の選択肢に係る設定モードにおいて設定可能な設定
値の一覧を表示し、
　前記変更手段は、前記特定の設定項目に係る設定を、前記選択手段によって前記設定可
能な設定値の一覧から選択された設定値と、該設定値に係る設定モードとに設定するよう
に制御し、
　さらに前記変更手段は、前記選択手段によって、現在設定されている設定モードと異な
る設定モードを示す前記第１の種別の選択肢群の何れかが選択された場合に、前記特定の
設定項目に係る設定を、選択された第１の種別の選択肢が示す設定モードと、当該設定モ
ードにおいて最後に設定された設定値とに設定するように制御することを特徴とする電子
機器。
【請求項２】
　前記表示装置はタッチパネルを備えており、
　前記選択手段は、ユーザーによる前記タッチパネルに対する操作に応じて選択すること
を特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、前記選択手段によって前記設定可能な設定値の一覧から選択され
た設定値を最後に設定された設定値として、対応する第２の種別の選択肢を更新して表示
することを特徴とする請求項１又は２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記特定の設定項目における設定の変更が完了した後に更新して
表示することを特徴とする請求項３に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記変更手段は、外部機器と無線通信を行い、前記外部機器に対して前記変更した設定
モード及び設定値に設定するように指示することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか
１項に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記変更手段は、前記外部機器とＷｉ－Ｆｉ（Wireless Fidelity）を使用して無線通
信を行うことを特徴とする請求項５に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記最後に設定された設定値を記録媒体に記録する記録手段をさらに有することを特徴
とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記特定の設定項目は、撮影に関連する設定項目であることを特徴とする請求項１乃至
７のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項９】
　前記特定の設定項目はホワイトバランスに関する設定項目であり、前記設定モードはホ
ワイトバランスの設定モードであり、前記設定値はホワイトバランスの設定値であること
を特徴とする請求項８に記載の電子機器。
【請求項１０】
　特定の設定項目についての設定モードを示す第１の種別の選択肢群と、各設定モードに
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おいて最後に設定された設定値を示す第２の種別の選択肢群とを表示装置に表示する表示
制御工程と、
　ユーザーの操作に応じて、前記第１の種別の選択肢群または前記第２の種別の選択肢群
の何れかを選択可能な選択工程と、
　前記選択工程によって選択された選択肢に応じて前記特定の設定項目に係る設定を変更
するように制御する変更工程と、を有し、
　前記表示制御工程は、前記選択工程によって前記第２の種別の選択肢群の何れかが選択
された場合に、選択された第２の種別の選択肢に係る設定モードにおいて設定可能な設定
値の一覧を表示し、
　前記変更工程は、前記特定の設定項目に係る設定を、前記選択工程によって前記設定可
能な設定値の一覧から選択された設定値と、該設定値に係る設定モードとに設定するよう
に制御し、
　さらに前記変更工程は、前記選択工程によって、現在設定されている設定モードと異な
る設定モードを示す前記第１の種別の選択肢群の何れかが選択された場合に、前記特定の
設定項目に係る設定を、選択された第１の種別の選択肢が示す設定モードと、当該設定モ
ードにおいて最後に設定された設定値とに設定するように制御することを特徴とする電子
機器の制御方法。
【請求項１１】
　コンピュータを、請求項１乃至９のいずれか１項に記載の電子機器の各手段として機能
させるためのプログラム。
【請求項１２】
　コンピュータを、請求項１乃至９のいずれか１項に記載の電子機器の各手段として機能
させるためのプログラムを格納したコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に、特定の設定項目に関する設定を変更するために用いて好適な電子機器
、電子機器の制御方法、プログラム及び記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ビデオカメラで撮影を行う際には、露出、ホワイトバランス、またはフォーカ
ス等の撮影に必要な設定情報を確認してから撮影を行う。そのため、これらの設定をより
簡単に確認する方法が提案されており、例えば、カメラで撮影する被写体のスルー画像上
の各領域に撮影に必要な設定情報を重畳して表示する方法が開示されている（特許文献１
参照）。また、カメラの表示画面上に設定情報ボタンを表示する際に、この設定情報ボタ
ンで実行される機能の条件内容を表示する方法も開示されている（特許文献２参照）。
【０００３】
　一方で、撮影方法として、ビデオカメラをユーザーが直接操作して撮影を行う方法や、
Ｗｉ－Ｆｉ（Wireless Fidelity）などの無線通信等によりビデオカメラをリモートコン
トロールして撮影を行う方法が存在する。リモートコントロールして撮影する方法は、特
に、映像を制作する現場において、カメラマンが直接操作できない場所に業務用ビデオカ
メラを設置して撮影する場合に使用される。この方法は、ビデオカメラをＨＴＴＰ（Hype
rText Transfer Protocol）サーバとして動作させ、スマートフォンやタブレット端末な
どの外部端末機器からビデオカメラと無線接続する。そして、ＨＴＴＰによる通信を介し
て、クライアントである外部端末機器上のブラウザ等のアプリケーションからサーバに制
御コマンドを送信してリモートコントロールを行う。このとき、ユーザーが外部端末機器
を操作することによりブラウザ上で被写体に最適な設定情報を設定し、この設定情報を制
御コマンドとしてビデオカメラに送信することによって被写体に応じた最適な設定情報で
撮影を行う。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－２３６５３４号公報
【特許文献２】特開２００２－８２３８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　カメラマンが業務用ビデオカメラを直接操作したり遠隔操作したりする場合は、良好な
映像を得るために、シーンによって撮影条件を頻繁に変更することが多い。しかしながら
、上記従来例では、撮影に使用したいモードにおいて、前回の撮影でどの設定値が設定さ
れていたかを確認するには、現在のモードを撮影したいモードに変更する必要がある。そ
のため、使用したいモードの設定値を確認するまでに多くの手間がかかってしまい、撮影
の機会を逃してしまうという問題点がある。
【０００６】
　本発明は前述の問題点に鑑み、ユーザーが使用したい設定モードの設定値を素早く確認
して、設定モード及びその設定値を変更できるようにすることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る電子機器は、特定の設定項目についての設定モードを示す第１の種別の選
択肢群と、各設定モードにおいて最後に設定された設定値を示す第２の種別の選択肢群と
を表示装置に表示する表示制御手段と、ユーザーの操作に応じて、前記第１の種別の選択
肢群または前記第２の種別の選択肢群の何れかを選択可能な選択手段と、前記選択手段に
よって選択された選択肢に応じて前記特定の設定項目に係る設定を変更するように制御す
る変更手段と、を有し、前記表示制御手段は、前記選択手段によって前記第２の種別の選
択肢群の何れかが選択された場合に、選択された第２の種別の選択肢に係る設定モードに
おいて設定可能な設定値の一覧を表示し、前記変更手段は、前記特定の設定項目に係る設
定を、前記選択手段によって前記設定可能な設定値の一覧から選択された設定値と、該設
定値に係る設定モードとに設定するように制御し、さらに前記変更手段は、前記選択手段
によって、現在設定されている設定モードと異なる設定モードを示す前記第１の種別の選
択肢群の何れかが選択された場合に、前記特定の設定項目に係る設定を、選択された第１
の種別の選択肢が示す設定モードと、当該設定モードにおいて最後に設定された設定値と
に設定するように制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ユーザーが使用したい設定モードの設定値を素早く確認して、設定モ
ード及びその設定値を変更することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施形態における電子機器の内部構成例を示すブロック図である。
【図２】実施形態における撮影システムの全体構成例を示す図である。
【図３】実施形態における設定の切り替えを指示する処理手順の一例を示すフローチャー
トである。
【図４】実施形態において、Ｗｅｂブラウザ上で実行されているＷｅｂアプリケーション
のＧＵＩの一例を示す図である。
【図５】実施形態において、設定可能な設定値一覧を表示する際のＧＵＩの一例を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態について説明する。ただし、以下の実施形
態はあくまでも一例であって、本発明は以下の実施形態に限定されるものではない。
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【００１１】
　図１は、本実施形態における電子機器１００の内部構成例を示すブロック図である。
　図１において、電子機器１００は、電源部１０１、操作部１０２、入力Ｉ／Ｆ１０３、
ＲＯＭ（Read Only Memory）１０４、ＲＡＭ（Random Access Memory）１０５、及び記録
媒体１０６を備えている。さらに電子機器１００は、ＣＯＤＥＣ１０７、出力Ｉ／Ｆ１０
８、ＬＣＤパネル１０９、無線モジュール１１０、アンテナ１１１、及びＣＰＵ（Centra
l Processing Unit）１１２を備えている。ＣＰＵ１１２は、データバス１１３を介して
これらの構成間でデータの入出力を制御する。
【００１２】
　電源部１０１は、ＡＣ電源やバッテリーであり、電子機器１００の各部に必要な電源の
供給を行う。操作部１０２は、ユーザーの操作を受け付ける入力デバイスとして、キーボ
ードなどの文字情報入力デバイスや、マウスやタッチパネルなどのポインティングデバイ
スなどから構成される。なお、タッチパネルはＬＣＤパネル１０９に搭載されており、例
えば平面的に構成された入力部に対して接触された位置に応じた座標情報が出力される入
力デバイスである。操作部１０２は、特に、電子機器１００上で動作するアプリケーショ
ンを起動する操作や起動したアプリケーションに対する操作で使用される。また、操作部
１０２には、電子機器１００に対する電源部１０１からの電源供給の開始と停止とを制御
するスイッチも含まれる。ユーザーの操作により操作部１０２から入力された入力信号は
、入力Ｉ／Ｆ１０３を介して、データバス１１３に入力される。そして、ＣＰＵ１１２は
、入力信号の内容に応じた制御を行う。
【００１３】
　ＲＯＭ１０４は、電子機器１００を起動するプログラムが格納されており、ユーザーに
よる操作部１０２の操作によって電源部１０１から電気信号が供給されると、前記プログ
ラムがＣＰＵ１１２によって、ＲＡＭ１０５に読み出される。ＲＡＭ１０５はＣＰＵ１１
２のワークエリアとして機能する。なお、ＣＰＵ１１２のワークエリアは、ＲＡＭ１０５
に限られるものではなく、ハードディスク装置等の外部記録装置等であってもよい。記録
媒体１０６は、外部機器から受信したデータを格納するとともに、電子機器１００上で実
行するアプリケーションのプログラムデータを格納する。なお、本実施形態ではアプリケ
ーションはＷｅｂブラウザで実行されるＷｅｂアプリケーションを想定して説明するが、
これに限定されるわけでは無い。
【００１４】
　ＣＯＤＥＣ１０７は、ＲＡＭ１０５や記録媒体１０６に記録されているデータを再生し
、再生されたデータを復号する。復号されたデータは、ＣＰＵ１１２の表示制御によって
後述するＬＣＤパネル１０９に表示される。出力Ｉ／Ｆ１０８は、ＣＰＵ１１２がプログ
ラムに従って生成したＧＵＩ（Graphical User Interface）などの表示データに基づき、
ＬＣＤパネル１０９に表示させるための表示信号を出力する。そして、ＬＣＤパネル１０
９は、出力Ｉ／Ｆ１０８を介して受信した表示信号を画像として表示する。
【００１５】
　アンテナ１１１は無線通信によりデータの送受信を行う。本実施形態では、ＨＴＴＰサ
ーバとして動作する無線通信が可能なビデオカメラと無線通信を行うことを想定している
。ビデオカメラと無線通信する際は、電子機器１００はＨＴＴＰクライアントとして動作
する。アンテナ１１１から受信されたデータは、無線モジュール１１０を介してＣＰＵ１
１２に入力される。ＣＰＵ１１２は、受信したデータを復調し、ＣＯＤＥＣ１０７におい
てデータが復号される。このようにして復号されたデータはＲＡＭ１０５のバッファ領域
や記録媒体１０６に保存される。また、受信を完了した際にビデオカメラに送信するレス
ポンス信号は、ＣＰＵ１１２を介してパケットデータに変換され、搬送波の周波数帯の変
調信号として生成され、アンテナ１１１から無線信号としてビデオカメラに送信される。
ＣＰＵ１１２は、ＲＯＭ１０４からＲＡＭ１０５にロードされたプログラムやＲＡＭ１０
５内のプログラムを実行する。
【００１６】
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　図２は、本実施形態における撮影システムの全体構成例を示す図であり、電子機器１０
０と外部機器であるビデオカメラ２００とが無線通信２０１にて通信を行っていることを
示している。ビデオカメラ２００は、電子機器１００から遠隔操作により撮影を行うこと
ができ、撮影に係る各種設定値が保存されている。なお、本実施形態では外部機器の例と
してビデオカメラ２００とした例について説明するが、ビデオカメラ２００に限定される
わけではない。また、無線通信２０１はＷｉ－Ｆｉを例に説明するがＷｉ－Ｆｉに限定さ
れるわけではない。
【００１７】
　次に、図３～５を参照しながら本実施形態に係る電子機器１００の処理の流れについて
説明する。
　図３は、本実施形態に係る電子機器１００により設定の切り替えを指示する処理手順の
一例を示すフローチャートである。図３に示すフローチャートは、ＲＯＭ１０４に記録さ
れたプログラムをＲＡＭ１０５に展開してＣＰＵ１１２が実行することによって実現され
る。また、図４及び図５は、本実施形態における電子機器１００上のＣＰＵ１１２により
実行されるアプリケーションによって表示される画面の一例を示す図である。なお、アプ
リケーションの具体例としてはＷｅｂブラウザ上で実行されるＷｅｂアプリケーションを
想定して説明するが、本実施形態はＷｅｂアプリケーションに限定されるものではない。
図４及び図５に示す表示画面の詳細については後述する。
【００１８】
　まず、図３のＳ３００において、電子機器１００の無線モジュール１１０、及びアンテ
ナ１１１を介して、ＨＴＴＰサーバとして動作するビデオカメラ２００と無線通信を確立
するまで待機する。無線通信が確立されると、次のＳ３０１において、ユーザーにより操
作部１０２においてＷｅｂブラウザを起動するための操作が実行されるまで待機する。ユ
ーザーにより操作が実行されると、操作内容に係る情報は、操作部１０２及び入力Ｉ／Ｆ
１０３を介してＲＡＭ１０５に保持される。そして、ＲＡＭ１０５に保持された操作内容
に係る情報に基づいて、ＣＰＵ１１２は記録媒体１０６内に格納されているＷｅｂブラウ
ザに係るアプリケーションプログラムを起動する。その後、Ｓ３０２に進む。
【００１９】
　Ｓ３０２においては、Ｗｅｂブラウザの実行中に、ユーザーの操作により操作部１０２
からビデオカメラ２００へＷｅｂアプリケーションのプログラムに係るＨＴＴＰの取得リ
クエストを送信する指示を受けるまで待機する。具体的には、ユーザーの操作としては、
Ｗｅｂブラウザにビデオカメラ２００のＩＰアドレスを入力する操作内容を示すが、この
操作に限定されるわけではない。ユーザーの操作が入力されると、Ｗｅｂブラウザに係る
アプリケーションによりＨＴＴＰの取得リクエストが作成され、ＲＡＭ１０５に格納され
る。そして、ＲＡＭ１０５に格納されたＨＴＴＰの取得リクエストを、無線モジュール１
１０及びアンテナ１１１を介してビデオカメラ２００に送信し、Ｓ３０３に進む。
【００２０】
　次のＳ３０３においては、取得リクエストの応答として、ビデオカメラ２００からＷｅ
ｂブラウザ上で実行されるＷｅｂアプリケーションのプログラムデータを受信することに
よって通信を開始する。本実施形態では、Ｗｅｂアプリケーションのプログラムデータは
ＨＴＭＬ（HyperText Markup Language）、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ（登録商標）、及びＣ
ＳＳ（Cascading Style Sheets）データから構成されるものとする。受信処理では、まず
、アンテナ１１１及び無線モジュール１１０を介してプログラムデータが受信される。そ
して、受信したプログラムデータは記録媒体１０６のＷｅｂブラウザに係るアプリケーシ
ョンプログラムが格納されているアドレスとは異なるアドレスに格納される。記録媒体１
０６内のＷｅｂアプリケーションのプログラムデータは、ＣＰＵ１１２により現在実行中
のＷｅｂブラウザにて実行される。そして、実行されるＷｅｂアプリケーションによって
Ｗｅｂブラウザを介してビデオカメラ２００とＨＴＴＰによって通信を開始し、Ｓ３０４
に進む。
【００２１】
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　次に、Ｓ３０４においては、Ｗｅｂアプリケーションによって送信する取得リクエスト
のレスポンスとして撮影時の制御パラメータをビデオカメラ２００から受信するまで待機
する。そして、ビデオカメラ２００から撮影時の制御パラメータを受信すると、次のＳ３
０５に進む。ここで、Ｗｅｂアプリケーションが送信する取得リクエストとは、Ｗｅｂア
プリケーションから定期的に発行してビデオカメラ２００へ送信されるものである。
【００２２】
　受信処理では、ビデオカメラ２００からＧＥＴコマンドのレスポンスデータとして撮影
時の制御パラメータを、アンテナ１１１及び無線モジュール１１０を介して受信する。そ
して、ＣＰＵ１１２の制御により撮影時の制御パラメータを記録媒体１０６に記録する。
本実施形態では、レスポンスデータはＪＳＯＮ（JavaScript Object Notation）フォーマ
ットで定義され、ビデオカメラ２００の撮影に関する制御パラメータ情報から構成される
ことを想定するが、これに限定されるわけではない。また、本実施形態では制御パラメー
タの一例としてホワイトバランスを想定して説明するが、ホワイトバランスだけに限定さ
れるわけではなく、露出、フォーカスなど、撮影に関連する他の設定項目であってもよい
。
【００２３】
　Ｓ３０５においては、受信した撮影時の制御パラメータに基づいて、Ｗｅｂブラウザ上
で実行されているＷｅｂアプリケーションのＧＵＩを、出力Ｉ／Ｆ１０８を介してＬＣＤ
パネル１０９に表示する。ＣＰＵ１１２により実行中のＷｅｂブラウザ上で実行されてい
るＷｅｂアプリケーションは、ビデオカメラ２００が撮影時に制御可能な項目と同様の制
御項目を示すＧＵＩで構成される。
【００２４】
　図４は、ＣＰＵ１１２により実行中のＷｅｂブラウザ上で実行されているＷｅｂアプリ
ケーションのＧＵＩの一例を示す図である。ＧＵＩ上に表示される各種制御項目及びこれ
らの制御項目によって設定可能な設定値は、受信したレスポンスデータ（ＪＳＯＮフォー
マット）をＣＰＵ１１２が解釈して表示される。
【００２５】
　ここで、ＪＳＯＮフォーマットのレスポンスデータの一例として、以下のようなデータ
である場合について説明する。
　｛・・・，"Ｏｗｂｍ"：｛"ｐｖ"："Ｄａｙｌｉｇｈｔ"，"ｅｎ"：１｝
　"Ｏｗｂｖ"：｛"ｐｖ"："９"，"ｅｎ"：１｝，・・・｝
【００２６】
　ビデオカメラ２００の現在のホワイトバランスモードは、オブジェクト"Ｏｗｂｍ"のタ
グ"ｐｖ"の値で示され、上記の例では、"Ｄａｙｌｉｇｈｔ"であることを示している。ま
た、ビデオカメラ２００の現在のホワイトバランスモードである"Ｄａｙｌｉｇｈｔ"で設
定されている設定値は、オブジェクト"Ｏｗｂｖ"のタグ"ｐｖ"の値で示され、上記の例で
は"＋９"であることを示している。オブジェクト"Ｏｗｂｍ"及び"Ｏｗｂｖ"おけるタグ"
ｅｎ"に示している"１"は、ホワイトバランスモード、設定値ともに変更可能であること
を示している。なお、上記レスポンスデータ（ＪＳＯＮフォーマット）の構成は一例であ
り、他のデータ構成であってもよい。
【００２７】
　図４に示す例では、現在ビデオカメラ２００で設定されているホワイトバランスモード
を示す項目４００と、ホワイトバランス設定値を示す項目４０１とにそれぞれ設定が表示
される。本実施形態では、現在のホワイトバランスモードを"Ｄａｙｌｉｇｈｔ"とし、ホ
ワイトバランスモード設定値を"＋９"として説明する。
【００２８】
　さらに、枠４０３はビデオカメラ２００で現在設定可能なホワイトバランスのモードの
一覧（第１の種別の選択肢群）を示している。枠４０４は、枠４０３の各種ホワイトバラ
ンスモードで最後に設定された各種設定値を選択肢（第２の種別の選択肢群）として示し
ている。枠４０５はホワイトバランスに関する設定値の表示欄を示している。これらのホ
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ワイトバランスモードの一覧、及び設定されている各種ホワイトバランスの設定値は、前
述したようにＪＳＯＮフォーマットのレスポンスデータとしてビデオカメラ２００から受
信される。
【００２９】
　次にＳ３０６において、ユーザーの操作によって操作部１０２からＬＣＤパネル１０９
に表示されているＧＵＩで現在選択されているホワイトバランスモードとは異なるホワイ
トバランスモードを選択する指示を受けたか否かを判定する。この判定の結果、異なるホ
ワイトバランスモードを選択する指示を受けた場合はＳ３０７に進む。本実施形態では、
新たに選択されたホワイトバランスモードが項目４０６に示す"Ｋｅｌｖｉｎ"であるもの
として説明する。一方、Ｓ３０６の判定の結果、異なるホワイトバランスモードを選択す
る指示を受けなかった場合は、Ｓ３１２に進む。
【００３０】
　Ｓ３０７においては、後述するホワイトバランス設定値一覧がＧＵＩに表示されている
か否かを判定する。なお、このホワイトバランス設定値表示一覧については後述する。こ
の判定の結果、ホワイトバランス設定値一覧が表示されている場合はＳ３０８に進み、ホ
ワイトバランス設定値一覧を非表示にする。一方、Ｓ３０７の判定の結果、ホワイトバラ
ンス設定値一覧が表示されていない場合は、Ｓ３０９に進む。
【００３１】
　Ｓ３０９においては、Ｓ３０６で選択されたホワイトバランスモードに係る情報をビデ
オカメラ２００に送信する。具体的には、ＨＴＴＰにてＧＥＴコマンドを「/api/cam/set
prop?wbm=Kelvin」などのようなＵＲＩとして送信する。これにより、ビデオカメラ２０
０側では、現在設定しているホワイトバランスモードが"Ｋｅｌｖｉｎ"に変更されること
になる。その後、Ｓ３１０に進む。
【００３２】
　Ｓ３１０においては、ＣＰＵ１１２で実行中のＷｅｂアプリケーションからビデオカメ
ラ２００の撮影時の制御パラメータの変更内容の取得リクエストをビデオカメラに送信す
る。ここで、この取得リクエストは「/api/cam/getcurprop?seq=1」などのＵＲＩでＨＴ
ＴＰのＧＥＴコマンドとして発行され、この取得リクエストも、Ｗｅｂアプリケーション
から定期的に発行されるものである。その後、ビデオカメラ２００から撮影時の制御パラ
メータの変更内容であるホワイトバランスモードの情報と、ビデオカメラ２００が保持し
ているそのホワイトバランスモードの設定値とを、レスポンスとしてＪＳＯＮフォーマッ
トで受信する。そして、Ｓ３０４で記録媒体１０６に記録された制御パラメータを更新す
る。これにより例えば、"Ｄａｙｌｉｇｈｔ"で"＋９"に設定された状態から、Ｓ３０６で
項目４０６が選択された場合、ホワイトバランスモードが"Ｋｅｌｖｉｎ"に設定される。
そして、設定値が、最後に"Ｋｅｌｖｉｎ"に設定されていたときの設定値である"１５０
００Ｋ"に設定される。
【００３３】
　本実施形態では、ビデオカメラ２００側が図４の枠４０３内の全てのホワイトバランス
モードで設定されている設定値を保持していることを想定している。なお、ビデオカメラ
２００側で当該設定値をバックアップしていない場合を想定し、Ｓ３０９において、ＨＴ
ＴＰの取得リクエストにてビデオカメラ２００に選択されたホワイトバランスモードの情
報とその設定値との両方を送信してもよい。
【００３４】
　Ｓ３１１においては、Ｗｅｂアプリケーションで現在選択されているホワイトバランス
モード及びその設定値をＧＵＩ上で変更してＬＣＤパネル１０９に表示する。その後、Ｓ
３０６に戻る。
【００３５】
　一方、Ｓ３１２においては、ユーザーの操作によって操作部１０２から枠４０４内の各
種設定値のうち、何れかの設定値が選択されたか否かを判定する。この判定の結果、何れ
かの設定値が選択された場合はＳ３１３に進み、選択されていない場合はＳ３２１に進む
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。
【００３６】
　Ｓ３１３においては、図４のホワイトバランス設定値一覧表示部分４１１に表示されて
いるボタンがあるか否かを判定する。この判定の結果、表示されているボタンがある場合
はＳ３１４に進み、表示されているボタンが無い場合はＳ３１５に進む。
【００３７】
　Ｓ３１４においてはホワイトバランス設定値一覧表示部分４１１に表示されているボタ
ンを非表示にする。ホワイトバランス設定値一覧表示部分４１１に表示されているボタン
は、具体的には例えばボタン４１２、４１３に示すような白取り込みを実行するようなボ
タンであるが、白取り込みボタンに限定されるわけではない。
【００３８】
　Ｓ３１５においては、選択された設定値の属するホワイトバランスモードで設定可能な
設定値一覧をＧＵＩ上に表示する。ここで、項目４０７の設定値が選択された場合の具体
例を説明する。
【００３９】
　図４において、項目４０７の設定値が選択された場合は、項目４０７が属するホワイト
バランスモードで選択可能な設定値一覧を出力Ｉ／Ｆ１０８を介してＬＣＤパネル１０９
に表示する。図５は、項目４０７の設定値が選択された際の設定値一覧の表示例を示す図
である。Ｓ３１５では、まず、ビデオカメラ２００からそのホワイトバランスモードで設
定可能な全ての設定値を取得するために、Ｗｅｂアプリケーションから設定値一覧の取得
リクエストを発行して取得リクエストをビデオカメラ２００に送信する。そして、ビデオ
カメラ２００から電子機器１００のＷｅｂアプリケーションで設定可能な全ての設定値を
レスポンスデータとして取得し、その結果をＧＵＩに表示する。図５に示す例では、枠５
００には、ホワイトバランスモードが項目５０２に示す"Ｋｅｌｖｉｎ"の場合の設定値一
覧の表示結果が示されている。
【００４０】
　Ｓ３１６においては、ユーザーの操作によって操作部１０２からＳ３１５で表示された
設定値一覧から１つの設定値が選択されるまで待機する。そして、何れかの設定値が選択
されると、Ｓ３１７に進む。
【００４１】
　Ｓ３１７においては、設定値一覧を非表示にする。例えば図５において、項目５０１の
設定値が選択されると、枠５００に表示された設定値一覧を非表示にする。
【００４２】
　Ｓ３１８においては、Ｓ３１６で設定されたホワイトバランスモードの設定値をビデオ
カメラ２００に送信する。具体的には、例えば「/api/cam/setprop?wbv=2600」などのよ
うなＵＲＩ（Uniform Resource Identifier）を用いて、ＨＴＴＰのＧＥＴコマンドとし
てビデオカメラ２００に送信する。なお、ホワイトバランスモードの設定値だけでなくそ
のホワイトバランスモードの情報も併せて送信してもよく、これらの送信方法に限定され
るわけではない。
【００４３】
　Ｓ３１９においては、ＣＰＵ１１２で実行中のＷｅｂアプリケーションからビデオカメ
ラ２００の撮影時の制御パラメータの変更内容の取得リクエストをビデオカメラに送信す
る。ここで、この取得リクエストは「/api/cam/getcurprop?seq=1」などのＵＲＩでＨＴ
ＴＰのＧＥＴコマンドとして発行され、この取得リクエストも、Ｗｅｂアプリケーション
から定期的に発行されるものである。その後、ビデオカメラ２００から撮影時の制御パラ
メータの変更内容であるホワイトバランスモードの設定値をレスポンスとしてＪＳＯＮフ
ォーマットで受信する。そして、Ｓ３０４で記録媒体１０６に記録された制御パラメータ
を更新する。すなわち、最後に設定された設定値を更新する。
【００４４】
　Ｓ３２０においては、Ｗｅｂアプリケーションで現在選択されているホワイトバランス
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モードの設定値を変更してＬＣＤパネル１０９に表示する。その後、Ｓ３０６に戻る。
【００４５】
　一方、Ｓ３２１においては、ユーザーの操作によって操作部１０２から図４に示すＧＵ
ＩのＬｉｖｅＶｉｅｗボタン４０８が選択されたか否かを判定する。この判定の結果、Ｌ
ｉｖｅＶｉｅｗボタン４０８が選択された場合はＳ３２２に進み、選択されていない場合
はＳ３２３に進む。
【００４６】
　Ｓ３２２においては、ＷｅｂアプリケーションからＬｉｖｅＶｉｅｗの開始または停止
に関するＨＴＴＰの取得リクエストを作成してビデオカメラ２００に送信する。ビデオカ
メラ２００側では取得リクエストを受信すると、取得リクエストの結果に応じてＬｉｖｅ
Ｖｉｅｗの開始または停止処理を行う。そして、取得リクエストに対するレスポンスとし
て、ＬｉｖｅＶｉｅｗの開始または停止要求の受信結果を電子機器１００に送信する。電
子機器１００は、レスポンスの受信後にＨＴＴＰの取得リクエストとしてＬｉｖｅＶｉｅ
ｗ画像データの送信要求をビデオカメラ２００に送信する。ビデオカメラ２００側は、Ｌ
ｉｖｅＶｉｅｗ用の画像データをレスポンスとして電子機器１００に送信する。電子機器
１００は、受信した画像データを、図４に示す枠４０９内にＬｉｖｅＶｉｅｗ画像として
表示する。その後、Ｓ３０６に進む。
【００４７】
　一方、Ｓ３２３においては、ユーザーの操作によって操作部１０２から図４に示すＧＵ
Ｉの録画開始及び停止ボタン４１０が選択されたか否かを判定する。この判定の結果、録
画開始及び停止ボタン４１０が選択された場合はＳ３２４に進み、選択されていない場合
はＳ３２５に進む。
【００４８】
　Ｓ３２４においては、Ｗｅｂアプリケーションから録画動作の開始または停止に関する
ＨＴＴＰの取得リクエストを作成してビデオカメラ２００に送信する。ビデオカメラ２０
０側では取得リクエストを受信すると、取得リクエストの結果に応じて録画動作の開始ま
たは停止処理を行う。そして、取得リクエストに対するレスポンスとして、録画動作の開
始または停止要求の受信結果を電子機器１００に送信する。その後、Ｓ３０６に進む。
【００４９】
　一方、Ｓ３２５においては、ユーザーの操作によって操作部１０２から図４に示すＧＵ
Ｉの画面決定ボタン４１４～４１６のうち、現在選択されていないボタンが選択されたか
否かを判定する。この判定の結果、現在選択されていないボタンが選択された場合はＳ３
２６に進み、選択されていない場合はＳ３２７に進む。なお、図４に示す例は、画面決定
ボタン４１６が選択されて表示されたＧＵＩである。この場合、ＧＵＩの画面決定ボタン
４１４、４１５の何れかのボタンが選択された場合にＳ３２６に進む。
【００５０】
　Ｓ３２６においては、Ｗｅｂアプリケーションから、他のＧＵＩ表示画面に切り替える
際の新規ＧＵＩ情報を取得するためのＨＴＴＰの取得リクエストを作成し、ビデオカメラ
２００に送信する。ビデオカメラ２００側では取得リクエストを受信すると、レスポンス
として、取得リクエストの内容に基づいたＧＵＩ情報を電子機器１００に送信する。電子
機器１００は、ビデオカメラ２００からＧＵＩ情報を取得した後に、そのＧＵＩ情報を、
出力Ｉ／Ｆ１０８を介して、ＬＣＤパネル１１９に表示する。その後、Ｓ３０６に進む。
【００５１】
　一方、Ｓ３２７においては、ユーザーの操作によって操作部１０２から、Ｗｅｂアプリ
ケーションを実行しているＷｅｂブラウザの終了ボタンが選択されたか否かを判定する。
この判定の結果、終了ボタンが選択されなかった場合はＳ３０６に進み、選択された場合
はＷｅｂブラウザの動作を終了するとともに、Ｗｅｂアプリケーションの動作も終了する
。なお、上記ＨＴＴＰの取得リクエストに使用されるＧＥＴコマンドのＵＲＩは一例であ
り、他のＵＲＩや他の方法を用いてもよい。
【００５２】
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　以上のように本実施形態によれば、表示画面において、ホワイトバランスモードのアイ
コンを選択すると、そのホワイトバランスモードとそのモードにおいて最後に設定された
設定値をビデオカメラに設定させるようにした。これにより、モード変更する際にユーザ
ーが設定値まで指定する手間を不要にすることができる。また、ユーザーにより設定値が
選択された場合には、モードを変更する前に、設定可能な設定値一覧を表示し、その中か
ら設定値を選択することによりホワイトバランスモード及びその設定値をビデオカメラに
設定させるようにした。これにより、モード変更を指定する手間を不要にすることができ
るとともに、意図しない設定値でモード変更がなされてしまうことを防止することができ
る。仮に、枠４０３の各種ホワイトバランスモードで最後に設定された各種設定値のいず
れか選択された時点で、選択された設定値と、対応するホワイトバランスモードとに設定
されてしまうと、ユーザーが設定したい設定値が、そのホワイトバランスモードで最後に
設定された設定値でなかった場合に意図しない設定となってしまう。これでは、その後意
図通りの設定に変更したとしても、それまでは意図しない画質の映像となってしまい、特
に動画の記録中などにおいては好ましくない。本実施形態によればこのような状況を防止
することができる。
　なお、上述の例では、撮像装置であるビデオカメラ２００と別体の電子機器１００から
ビデオカメラ２００の設定を変更する例を説明した。一方、これに限るものではなく、撮
像装置本体のディスプレイと操作部を用いて撮像装置の設定を変更する場合にも本発明を
適用可能である。
【００５３】
（その他の実施形態）
　なお、ＣＰＵ１１２の制御は１つのハードウェアが行ってもよいし、複数のハードウェ
アが処理を分担することで、装置全体の制御を行ってもよい。
　また、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。さらに、上述した各実施形態は本発明の一実施形態を示すものにすぎず、
各実施形態を適宜組み合わせることも可能である。
【００５４】
　また、上述した実施形態においては、本発明を電子機器に適用した場合を例にして説明
したが、これはこの例に限定されず、設定モード及びその設定値を表示できる装置であれ
ば適用可能である。すなわち、本発明はパーソナルコンピュータやＰＤＡ、携帯電話端末
や携帯型の画像ビューワ、ディスプレイを備えるプリンタ装置、デジタルフォトフレーム
、音楽プレーヤー、ゲーム機、電子ブックリーダー、デジタルカメラなどに適用可能であ
る。
【００５５】
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。ま
た、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
【００５６】
　１０２　操作部
　１０９　ＬＣＤパネル
　１１２　ＣＰＵ
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